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07005a2 
生物的・化学的遺伝子アクティベーションによる 

種子収量とストレス耐性の両立向上植物の開発 

 
１ 代表機関・研究統括者 

国立大学法人京都大学 中野雄司 

 

２ 研究期間：令和７年度～令和９年度（３年間） 

 

３ 研究目的 

種子収量とストレス耐性の両立向上化能を持つ新規有用遺伝子につ

いて、新しいゲノム編集技術の開発と新しい活性化合物の創製を適用

し有用性向上化イネの創出と有用性向上化育成技術の開発を行う。 

 

４ 研究内容及び実施体制 

① 生物的遺伝子アクティベーションによるイネの種子収量とスト

レス耐性の両立向上化植物の開発 

新規有用遺伝子について新しいゲノム編集技術の適用による遺

伝子発現活性化を行い、植物形態と生理機能解析を行う。（京都大学） 

② 化学的遺伝子アクティベーションによるイネの種子収量とスト

レス耐性の両立向上化植物の開発 

新規有用遺伝子由来タンパク質を活性化するリード化合物から

のより高い活性を持つ化合物の合成、生化学的活性解析、植物形態

と生理機能の制御活性解析を行う。（横浜市立大学、愛媛大学、京都大学） 

 

５ 最終目標 

新しいゲノム編集技術を多重に適用することにより、種子収量とス

トレス耐性が両立向上化したイネ２系統を創製する。イネの種子収量

とストレス耐性を両立向上化させる活性化合物が２種創製する。 

 

６ 期待される効果・貢献 

新しいゲノム編集技術は他の遺伝子についても適用可能と期待出来、

新しい有用タンパク質活性化化合物は他の植物種へも適用可能と期待

出来るため、日本国内だけでなく国際的な農業生産性の向上に貢献が

可能となることが期待される。 

 
【連絡先 京都大学 大学院生命科学研究科 075-753-6380】 

  



研究の達成目標：
１：「生物的遺伝子アクティベーション技術」新規有用遺伝子の２重プロモーターゲノム
編集技術の開発を行い、イネの種子収量とストレス耐性の双方が増加した系統の作出と開発
技術の他遺伝子への適用を目標とする。
２：「化学的遺伝子アクティベーション」新規有用タンパク質の活性型化合物の開発を行
い、イネの種子収量とストレス耐性の双方が増加する系統育成と開発化合物の他作物への適
用を目標とする。

本研究により想定される社会実装・実用化の内容
従来育種では達成できない有用形質を作物に付与し得る新規有用遺伝子プロモーターゲ

ノム編集、広範囲の品種に適用可能な新規有用タンパク質活性化化合物の開発により、イ
ネの種子収量とストレス耐性の双方が増加した系統を作出する。得られる知見は当該遺伝
子に留まらず、他遺伝子や他品種にも適用可能であり、広い範囲での実用化が期待出来る
。
実用化されることによる波及効果・国民生活への貢献
総合科学技術・イノベーション会議「第６期科学技術・イノベーション基本計画」（令

和３年）「地球規模課題の克服：カーボンニュートラルに向けた研究開発」「官民連携に
よる分野別戦略の推進：食料・農林水産業の生産力向上と持続性の両立をイノベーション
で実現」への貢献が期待できる

研究内容の概要
参画研究機関の役割
と連携関係

有用
遺伝子

生物的遺伝子
アクティベーション

抑制
因子

有用
因子

化学的遺伝子
アクティベーション

活性化
化合物

横浜市立大学
(浅見忠男)
化合物合成

京都大学(中野雄司)
プロモーターゲノム編集

ストレス環境

種子収量
ストレス耐性
両立向上化
イネ作出

種子収量(少)
成長阻害

愛媛大学
(澤崎達也)
化合物選抜

多収性＆
 抗ストレス
 遺伝子
 高発現化
 ゲノム編集
 技術の
 開発

多収性＆
 抗ストレス
 タンパク質
 活性型
 化合物の
 開発

京都大学
(中野雄司)
化合物活性

開発技術は
他遺伝子
他作物への
展開が可能

抑制配列

ゲノム
編集

活性型
化合物
創製

高発現化

07005a2 生物的・化学的遺伝子アクティベーションによる
種子収量とストレス耐性の両立向上植物の開発


